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沖縄市は、戦後、 基地 のｒｙ゛ Ｆｒとして、 アメ リカ をは じめと
した諸外国の影響を強く受 け、 独自の発展を遂げてぎまし
た。 しか しな がら 、近年の商環境の変化や消費者ニーズの
多様化に より 、中心市街地の活力低下が指摘されてい ます。

そう した状況の中、中心市街地のにぎわいと快適な生活
空間の創 芭を 目的 に、 「沖縄市中心市街地活性化基本計画」
を策定し千成 ２２ 年３ 月に前期計画、平成２ ８年 ３月 に現
計画の内閣総ミ大臣返定を受けまし た。

「イ圭み たい ・訪 れた い魅力あふれるコ ザの まち 」～来街者
・居往者が集う持続百Ｔ能な交流街へ～を活性化のテーマに
音楽、芸能な ど。 豊富 な地域資源を積極的に活・ し、 商業の
活性化をはじめ、 往環境と都市機能の向上に より 、暮 らし
やす く、 にぎわいのあるまちづ くり を目 指します。
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沖縄市中心市街地活性化基本計回（概要版）

１１ｚ成 ２８ 年４月～ １１Ｚ成 ３３ 年３月
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沖縄市

旭護市

基地ミ積（千成２７年３万１末）１ ，６８９．６ｈａ （約３４．０Ｓ）

・沖縄市全体 ：１ ３８，６６３人

うち 中心市街地： ！９１２９人 （約 １３ ．９ （び））

（住Ｒ基本台帳平成２ ６年 ４月 １日 戛在）

・１ ５歳未満の人口割合１ 約１ ９． ２（ｙｌ）

（千 成２ ２年 ｍ勢・調査

・６５歳以、上の人口割合 ：約 １５ ．５ （Ｗ）

（千 成２ ２年 ［ヨ 勢調査

・生活面人□

中部広域市ｍＴ村回３ 市３ ｍ］’３ 村： ４８ ６， ８４４人

［沖縄市、宜野湾市、 うるま市、北谷ｍ］｀

高手納ｍＴｒ、回原ＥＨＴ、読谷村、北中城村、 中城村】

（千成２ ２年 国勢 調査）

●産業

産業別就業者数

区　分 就業者数

－

構成比

第１次 ６０５人 １．２％

第２次 ７，４８３人 ｉ４．９Ｓ

第３次 ３６，３０９人 ７２．２％

八　 翌⊥
ロ　 ロ１ ５０即１人 １００．０％

（千成２２年ｍ勢調査）

・売場回積

沖縄市全体： ８９，２０９祗

うち 中心市街地： ２２ ，４ ９１　祗　（２ ５． ２　９／１））

（千成２６年商業統計）
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胡屋地・　店街商業環境整備事業

アーヶ一 ドの一部改修等を実

施し、商環境を『白』 上させ商店

街の活性化を回りました。

その他

計回　６年間
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コザ運動公

Ｑ、園内めイ本育施設の整備

を石ニい、都市福利施設が改

善され居住環境の充実を

図り ました。

前き　 ｉの目

１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日■■

ぞ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｈ２７）

社会福祉センター ・１女共回参ｍセ ンタ ー１ 整備事業　胡・地回りノベーショ ン事業　 中心市街地就労支援事業

中心市街地情報発信支援事業　 中心市街ス地循ミバス事業 ｓ駐車場利用促進事業 ｅｔｃ　　　　　　　　　　　　　　　　［：え：］
１

計回事業の実施により目
一一　 一一一

／

沖縄市の人口は増加している一方で、中心市街

地は減少傾［白］ にあります。 千成２６年の人口は千

成１ ６年度比べ２，３ ９９入滅少しています。

２１ ，６２８

Ｈ１６

１

市を体

（人口）
”－ －〃 －－〃

２０，３６８
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Ｈ２１

中む市街地

３ 施

歩行者ｉ１行な（休日）　 ｍｍの

，９６４人／日

標数値を達成 しま した が、 まだまだ活性化に ［ｌｉ］ けた 取り組みが必要です。

１９，２２９

Ｈ２６

事業所数について、市全体に比べ減少割合は少なく、 市内シ

ェアは持ち直していますが、依然減少傾［白］が伺えます。近隣

自治体に進ｉした大型商業施設の影響も懸念されています。
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中心市街地・亀市内シェア

約５割の方が中心市街地に 「住みたくない」と回答して

おり、前計画の取組により若干の好転は伺えますが、依
然として居住傾［自］が低いままとなっています。

まちなか居住の推進

ミ整備の取組強化

性む人目線の都市機能の充実

，３０２人／日

，４４０人／日

９０７，４５７人／年 （Ｈ２０）

フフ７

１，０２ １，０５７人／年

１，２１ ９，７７７人／年

増加傾『覬にあった中心商店街における空き店舗
数は、前計画の取組等もあ り、 －ｊ！持ち直 しつ つあ

りましたが、 一進一退の状態となっています。

「‾

（空店舗・閉鎖き舖率（胡ａ・銀天街））

゛’ ｌ゛ ゛‘

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５
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Ｈ２６

２

「空き店舗が増えて人通りが少ない」という 日］象

が多い一方で、コザ運動公園や沖縄こどもの国

等の賑わいの 『ｉｌｉ』上や、 循環バスによリ利便性が

か。］上 したとの意見もありま した。

来街者を回遊させる仕組みの強化

魅力あるイ回きづくリ攷び售き街の祖織力慫、イヒ

地域資源を活・した交流機会の充実

たなる賑わいの拡大

交通利便性の強化

こい 訪　たい こ力あふれるコサのまちＪ

約７割の市Ｒが中心市街地活性化対策の継続性を

感じてお り、 「魅力ある店舗及び商業空間の創皀」や

「空き店舗の 甕１新・ 活ｇｌ」 等、 商店街等の機能強化に

ヨ｜ き続 きヨ又り組んでい くことが望まれていま す。

市民のミ解・参加の拡大

取組体制の強化

実施主体等の連携強化

Ｒ間活力の活Ｊ≡目促進。

フ

来街者・ ｌｉ住者か集う持続ｉＪ・能な交流街へ～

コザのＥ史的、文化的資源等の既存ストックを活かし 、商業・ ．Ｉ 観光・スポーツ・雇ＪＥ目 ・教育等の更なる複合的な交流街への機能転換を促進させることにより、下記のテーマを目指します、



３

国際色豊かな街並みやエイサ

ー・音楽をはじめとする魅力的

な地域資源（コザ文化）を積極

的に活ｍ しま す。

ドＴ７

弋　Ｓ５
匹・ｔｓ：ｉ ＳＳ・

七

コザ文化の魅力を活かしたにぎわいづくリ

既存施設や新たに整備される

観光施設などを最大限活用し、

積極的なイベント展開や情報発

信を進め、市Ｒや来街者による

にぎわいの拡大を目指します。

商業地域と周ｍの集客拠点施

設との連携を より 一肩 重視 し、

集客 された人 ぐの 回遊性の創

皀Ｔなどによる相乗的・波℡的な

効果の発現を目指します。

まちなか交流の促進こによるにニぎわｔいの創造

交流人口拡大 ／魅力ある商業空間創ｉ／ 回遊性向上による波Ｒ効ｊＲ創皀

（仮 称） 青年エイ サー会館整備事　　　 多目 的ア リー ナ整備事業

沖　 こどもの国整備事業　　　　　　　 エイサーのまち推進　業

音の ペー ジェ ント　 業　　　　　　　　　 商店街肖生チャレンジショ ップ

音楽によ るまちづ くリ 事業　　　　　　 中心市街地循環バス事業

休日における歩行者ｉｉ行ａ　　 観光関連施設の入ｉ１客数

目標値（Ｈ３２年）

８，８６６人／日

９，３８０人／日

４４８，９６１人／年

６８ ３， ２０ ７人／年

基本方針２

商業空回だけでな く、 多・白りな都市機能の 『ｌｉ』上にミリ組

むとともに、 コザ文化が凝縮したまちそのものの■回気でＪ
い

ある地域資源を積極ｌｌりに活かし、生活、 文化創造の４］心、
ｊ／

人４の１んなＥｉ湊が生まれるｑ］心市ｉｊｔ！！を 目ｌａしｌｇ す・り・
Ｎぼ弗午

○計画期 間‥　　 平成 ２８ 年４　Ｊｌｌ　～ＸＦ成 ３３ 年３　Ｊｉｌ

○計 画ＩＺ域 一字 路地域、 胡屋 十字路地域、
；

域を基本 に、 集客施設である、

ｌ公園、 沖縄こどもの国、 沖縄ｌ
ｉ

ｌ等を含む約２３ ９ｈ ａ　　　　Ｘ

住む人目丿線で良好な生活ができるまちづくり

ー

中心市街地に は、 公共施設やＥ

療・福祉などの都市機能が集積

しており、回遊性を高めながら、

これらの利用促進を図 リ、 利便

性の高い市街化を 目指 しま す。
ｆ

ト
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目標２

関連事業

（Ｈ

多様な市民ニーズをサポート

する機能を充実させ、 多回的

な都市機能により、街の付加

価値の『白』上による生活環境の

改善に取 り組みま す。

街の魅力を強化させる こと で、

住む人に とって利便性のｒお］上

につながる良好な生活空間の

創ｉへと繋げます。

４１心市街ｊｔ！！を体としての付加価値の自ｌ上による・活ｌｌ境の改善

まち の付加価値『白』 上／ まち なかＳ住促進 ／良好な生活空間創皀

ＬＬミ第一塊ミ第一種市街地再開発事業　　回書館整備推進事業

安座Ｅ日地区土宛区：画整ミ冪業　　　　　 （仮称） 雇ＪＥ目促進施設等整備単策

安座Ｅ日市営住宅建替え事業　　　　　　　 ファミリ ーサポー トセ ンター運営専業

中心市街地定住促進事業

市福利施設の　間利１１１１者数　　　　　　　 の増

８２９，８０６人／年

ぺ。／

七愿去５年間の増減率

上回の力・針をもとに　あ本計画掲載Ｓ事Ｘ７８事Ｘをｌｔき・八入（うち） ’定事■　ｉ３４事■ヽ Ｒｒｌ■・１２５事■ （Ｈ２８年３ｔ；日現を）
・認定事業と は、 基本計画の認定を受けるこ とにより Ｉの重点的な支援がある事業である。

４
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中心市街地活性化主要事業計画図

多目的アリーナ整備事業

観光客施設と して、大規模
な多 目的 アリ ーナ を建設する

こに より 、ま ちなかへの効果的

なにぎわい創ｉへと繋げます。

´／ ∠∠ ／／／

図書 館建 設推 進事業∠
図書館の移転、増床整備と

同時に、 図書システムの導入

／・　 事業を実施。 都市福利施設と

／ｌ　　しての充実を図リ 、利 Ｊ１１者の∠
利便性［自］上を図り ます。
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（仮称） 青年エイ サー

会館整備事業

文化遺産である「エイ

サー」が鑑賞できる演舞場、

体験施設等をミュージック

タウ ンｒｉｇ に整備。 観光拠点

として展開するこ とによ

り、 にぎわいの創 ｉへ と繋

げます。

九朧づレー

沖縄こどもの■整備事業

日本一ユニー クな施設とし

て整備拡充し観光客の拡大を

図る とと とも に、 まち なかへ

の効果的なにぎわいの創ｉへ

と繋げま す。

４

１
１
ｙ

（仮称） ３・４・沖３ １１線センター

中央通り線相！ｉ通行化事業

にこつ

｀ｌ丶　，”‥
－

（仮）国道３３０号線沿線土地

利ＪＥ目計回策定業務事業
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ズ
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．　　　 ダー犬コや４ご加

沖縄市４１心市街地循環バス事業゛
中心市街地ｐｌ；１に おける拠点

施設間を結ぶ交通機能 として

運行 し、 中心市街地への回遊

性を高め ます。

ｊ　 ｌｊ ．｀‾｀　………こ　ｊＳＳ６か．
ｌ　　　　　 ｊ． 一一

Ｅ

一
一
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Ｘ

ｙし入片に７ ‰：，

その他の主な事業

木創業・ 起業総合支援事業

木胡屋地区リ ノベーシ ョン事業

～外国人誘客施設整備事業～

水中心市街地就労支援事業

（フ アミ リーサポート ジョ ブカ フエ）

＊商店街交流促進事業 （コ ザＢｏｘ）

＊コ ザエ芸館事業 （ふんど う）

＊沖縄市戦後文化資料等展示事業

（ヒ スト リー ト）

＊商店街賑わい創ｍ事業

木商店街再生チャ レン ジシ ョッ プ事業

木店舗リ フォ ーム支援事業

ホプロスポーツ応援機運醸成事業

＊串心商店街駐車場利 ＪＩモ１ 促進事業

＊音楽に よる まち づく リ事業

ホプロムナー ドコ ンサート事業

木エイサーのまち推進事業

ホコ ザま ちゼミ事業

木越来城下ｍｌまつリ

＊中心市街地定住促進事業

木安座Ｅ日市営住宅建替事業

木音の回廊事業
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コザ運動公園
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地域における生活拠点の核
づく りを 目指 し、 住宅棟、 商業
棟な ど生活利便性ならびに公
益性の高い施設を整備するこ
とにより 、街なか住居の推進
Ｒびにぎわいを創ｉします。
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（仮称） 青年

会館整備１
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１慶ＥＥＩ地ＩＺ土地ＩＺ回整ＥＩＩ事業
商業地に隣接する老朽密集

住宅地において、 安全・安心な　 ’Ｉ”
住環境を形成 し、 まちなかＳ

住の促進を図 りま す。
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面積 …………約２３９ｈａ

…………事業展開予定箇所

…………商業機能集積地域
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言言ドノレ言牛
その他の主な事業

木創業・ 起業総合支援事業

木胡屋地区リ ノベーシ ョン事業

～外国人誘客施設整備事業～

水中心市街地就労支援事業

（フ アミ リーサポート ジョ ブカ フエ）

＊商店街交流促進事業 （コ ザＢＯＸ）
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中心市街地活性化の概念

嵬域資源と連鎖した訪れたいと思える魅力の強化～

国際文化観光都市　　　　　コザ文化

［音楽によるまちづく リ］ ［（仮称）青年エイサー会館整備］．

［プロムナー ドコンサート］［外Ｅ］人誘客施設整備］など

こどものまち

にどもの［ヨ改修・整備］

［ファミリーサポートセンター］など

その他機能整備

［図書館建設推進］［（仮称）ＷＪＥ目促進施設等整備］

［循環バス］など

※１

※２

胡・十字　地区

活性化

スポーツ コンベン

ションンティ

［プロスポーツ応援機Ｓ醸成］ など

居住施設

［呶里再開発］［安慶日∃Ｅｍ整ミ］

［中の町Ｗ励匹］ ［安慶日ヨ市営住宅建替］など

基本方針 ２：住む人目線で良好な生、活力｀できるま
・〃

～まちの付加価値の向上と住みたいとだえる環境づく リ～

来街者： 市Ｒや県Ｒを中心としつつ、本土の観光客も含めた中心市街麑を訪れる人やを指す。
市Ｒ：中心市街地き往者を中心とする沖縄市Ｒを指す。
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市民 ・外部団体

心　街地，　 ｆ　ｌ４議・ａ　　織

沖縄市中心市街地活性化協議会

総会

幹事会

エノア委員会＼
一一 一一一

・コザ十字路地区へ
・胡屋地区

・ＬＩ里地区

協議会事務局


